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【補正の内容】
【特許請求の範囲】
　　【請求項１】　モノマー（Ｉ）および（ＩＩ）、および／またはそれら各々のモノマ
ー前駆物質（ＩＩＩ）および（ＩＶ）からなる重合性混合物を含むモノマー混合物の、被
覆剤組成物、接着剤組成物またはシーラント組成物の調製における使用であって、ここで
、
［ｉ］モノマー（Ｉ）は、以下の式で示され、
　　【化１】

［ｉｉ］モノマー（ＩＩ）は、以下の式で示され、
　　【化２】

［ｉｉｉ］モノマー前駆物質（ＩＩＩ）は、以下の式で示され、
　　【化３】

［ｉｖ］モノマー前駆物質（ＩＶ）は、以下の式で示され、
　　【化４】

［式中、各Ｒ１は、存在する場合、独立して水素または炭化水素基のいずれかであり；ｒ
は、０、１または２であり；ｓは、２または３のいずれかであり；Ｒ２～Ｒ４は、それぞ
れ独立して、水素または炭化水素基であり；Ｒ５およびＲ６は、それぞれ独立して、炭化
水素、ハロまたは水素のいずれかであり；Ｐｄ－は、プロトン供与基Ｐｄ－Ｈからプロト
ンが失われて形成されたアニオンであり；Ｚは、結合または炭化水素基のいずれかであり
；Ｒ７およびＲ８は、それぞれ独立して、水素、ハロ基または炭化水素基であり；さらに
（ａ）Ａが電子受容性基であり、Ｗが水素または炭化水素基のいずれかであるか、（ｂ）
Ｗが電子受容性基であり、Ａが結合または炭化水素基のいずれかであるか、または（ｃ）
ＡとＷの両方が電子受容性基である、のいずれかである］、前記使用。
　　【請求項２】　モノマー（Ｉ）および（ＩＩ）、および／またはそれら各々のモノマ



(3) JP 2003-529649 A5 2008.5.22

ー前駆物質（ＩＩＩ）および（ＩＶ）からなる重合性混合物を含むモノマー混合物の、基
材に被覆剤、接着剤またはシーラントを適用する方法における使用であって、ここで、前
記被覆剤、接着剤またはシーラントが、モノマー（Ｉ）および（ＩＩ）から形成される繰
り返し単位を含有する共重合体を含み、前記モノマー（Ｉ）、（ＩＩ）、並びにモノマー
前駆物質（ＩＩＩ）および（ＩＶ）はそれぞれ請求項１に定義される通りである、前記使
用。
　　【請求項３】　モノマー（ＩＩ）、および／またはモノマー前駆物質（ＩＶ）の、モ
ノマー（Ｉ）および（ＩＩ）から形成される繰り返し単位を含有する共重合体を含む被覆
剤組成物、接着剤組成物またはシーラント組成物の調製における使用であって、ここで、
前記モノマー（Ｉ）、（ＩＩ）、並びにモノマー前駆物質（ＩＶ）はそれぞれ請求項１に
定義される通りである、前記使用。
　　【請求項４】　モノマー（ＩＩ）、および／またはモノマー前駆物質（ＩＶ）の、基
材に被覆剤、接着剤またはシーラントを適用する方法における使用であって、ここで前記
被覆剤、接着剤またはシーラントが、モノマー（Ｉ）および（ＩＩ）から形成される繰り
返し単位を含有する共重合体を含み、および前記モノマー（Ｉ）、（ＩＩ）、並びにモノ
マー前駆物質（ＩＶ）はそれぞれ請求項１に定義される通りである、前記使用。
　　【請求項５】　モノマー（Ｉ）、および／またはモノマー前駆物質（ＩＩＩ）の、モ
ノマー（Ｉ）および（ＩＩ）から形成される繰り返し単位を含有する共重合体を含む被覆
剤組成物、接着剤組成物またはシーラント組成物の調製における使用であって、ここで前
記モノマー（Ｉ）、（ＩＩ）、並びにモノマー前駆物質（ＩＩＩ）はそれぞれ請求項１に
定義される通りである、前記使用。
　　【請求項６】　モノマー（Ｉ）、および／またはモノマー前駆物質（ＩＩＩ）の、基
材に被覆剤、接着剤またはシーラントを適用する方法における使用であって、ここで前記
被覆剤、接着剤またはシーラントが、モノマー（Ｉ）および（ＩＩ）から形成される繰り
返し単位を含有する共重合体を含み、および前記モノマー（Ｉ）、（ＩＩ）、並びにモノ
マー前駆物質（ＩＩＩ）はそれぞれ請求項１に定義される通りである、前記使用。
　　【請求項７】　モノマー（Ｉ）および（ＩＩ）から形成される繰り返し単位を含有す
る共重合体、および／またはモノマー（Ｉ）および（ＩＩ）および／またはそれらのモノ
マー前駆物質（ＩＩＩ）および（ＩＶ）からなる重合性混合物を含む被覆剤組成物、接着
剤組成物またはシーラント組成物であって、ここで前記モノマー（Ｉ）、（ＩＩ）、並び
にモノマー前駆物質（ＩＩＩ）、（ＩＶ）はそれぞれ請求項１に定義される通りである、
前記組成物。
　　【請求項８】　前記共重合体またはモノマー混合物を６０重量％より多く含む、請求
項７に記載の被覆剤組成物、接着剤組成物またはシーラント組成物。
　　【請求項９】　被覆剤組成物、接着剤組成物またはシーラント組成物を調製するため
のキットであって、前記キットは、或る量のモノマー（Ｉ）および／またはモノマー前駆
物質（ＩＩＩ）；或る量のモノマー（ＩＩ）および／またはモノマー前駆物質（ＩＶ）；
および必要に応じて重合開始剤を含み、ここでモノマー（Ｉ）、（ＩＩ）、並びにモノマ
ー前駆物質（ＩＩＩ）、（ＩＶ）はそれぞれ請求項１に定義される通りである、前記キッ
ト。
　　【請求項１０】　モノマー（Ｉ）／モノマー前駆物質（ＩＩＩ）ならびにモノマー（
ＩＩ）／モノマー前駆物質（ＩＶ）の混合物の紫外線硬化を促進可能な光開始剤を含む、
請求項９に記載のキット。
　　【請求項１１】　化学量論的に過剰のモノマー（ＩＩ）／およびモノマー前駆物質（
ＩＶ）を含む、請求項９または請求項１０に記載のキット。
　　【請求項１２】　接着剤組成物を調製するための、請求項９～１１のいずれか１項に
記載のキット。
　　【請求項１３】　被覆剤組成物、接着剤組成物またはシーラント組成物を調製する方
法であって、前記方法が、（ａ）モノマー（Ｉ）および／またはモノマー前駆物質（ＩＩ
Ｉ）と、（ｂ）モノマー（ＩＩ）および／またはモノマー前駆物質（ＩＶ）とを混合する



(4) JP 2003-529649 A5 2008.5.22

工程；および前記混合物を重合する工程を包含し、ここでモノマー（Ｉ）、（ＩＩ）、並
びにモノマー前駆物質（ＩＩＩ）、（ＩＶ）はそれぞれ請求項１に定義される通りである
、前記方法。
　　【請求項１４】　基材に被覆剤、接着剤またはシーラントを適用する方法であって、
前記方法は、モノマー（Ｉ）および（ＩＩ）、および／またはそれらのモノマー前駆物質
（ＩＩＩ）および（ＩＶ）からなる重合性混合物を、必要に応じて重合開始剤と共に基材
に適用する工程；および基材上で前記混合物の重合を誘発する工程を包含し、ここでモノ
マー（Ｉ）、（ＩＩ）、並びにモノマー前駆物質（ＩＩＩ）、（ＩＶ）はそれぞれ請求項
１に定義される通りである、前記方法。
　　【請求項１５】　紫外光への暴露により重合を誘発する工程を含む、請求項１４に記
載の方法。
　　【請求項１６】　モノマー混合物が溶媒の実質的に不存在下に重合される、請求項１
４または１５に記載の方法。
　　【請求項１７】　複数の表面を互いに接着する、および／またはそれらの間にシール
を適用する方法であって、第１表面にモノマー（Ｉ）および（ＩＩ）、および／またはそ
れらのモノマー前駆物質（ＩＩＩ）および（ＩＶ）からなる重合性混合物を適用する工程
；前記処理された第１表面を、それに接着および／またはシールされる第２表面と接触さ
せる工程；およびモノマー混合物の重合を誘発する工程を包含し、ここで前記モノマー（
Ｉ）、（ＩＩ）、並びにモノマー前駆物質（ＩＩＩ）、（ＩＶ）はそれぞれ請求項１に定
義される通りである、前記方法。
　　【請求項１８】　第１表面にモノマー（Ｉ）および／またはそのモノマー前駆物質（
ＩＩＩ）を適用する工程；第２表面にモノマー（ＩＩ）および／またはそのモノマー前駆
物質（ＩＶ）を適用する工程；モノマー／前駆物質をｉｎ　ｓｉｔｕで混合して２つの表
面を接触させる工程；および得られた混合物の重合を誘発する工程を包含する、請求項１
７に記載の方法であって、ここで前記モノマー（Ｉ）、（ＩＩ）、並びにモノマー前駆物
質（ＩＩＩ）、（ＩＶ）はそれぞれ請求項１に定義される通りである、前記方法。
　　【請求項１９】　重合が紫外線照射によって誘発される、請求項１７または１８に記
載の方法。
　　【請求項２０】　（ａ）モノマー（Ｉ）および（ＩＩ）から形成される繰り返し単位
を含有する共重合体、および／または（ｂ）モノマー（Ｉ）および（ＩＩ）又はそれら各
々のモノマー前駆物質（ＩＩＩ）および（ＩＶ）からなる重合性モノマー混合物、および
／または（ｃ）請求項７または請求項８に記載の被覆剤組成物、接着剤組成物またはシー
ラント組成物を含む被覆剤、接着剤またはシーラントをその上に積層した製品であって、
ここで前記モノマー（Ｉ）、（ＩＩ）、並びにモノマー前駆物質（ＩＩＩ）、（ＩＶ）は
それぞれ請求項１に定義される通りである、前記製品。
　　【請求項２１】　モノマー（Ｉ）および（ＩＩ）から形成される繰り返し単位を含有
する共重合体、および／またはモノマー（Ｉ）および（ＩＩ）、および／またはそれら各
々のモノマー前駆物質（ＩＩＩ）および（ＩＶ）からなる重合性モノマー混合物の、ステ
レオリソグラフィ法における使用であって、ここで前記モノマー（Ｉ）、（ＩＩ）、並び
にモノマー前駆物質（ＩＩＩ）、（ＩＶ）はそれぞれ請求項１に定義される通りである、
前記使用。
　　【請求項２２】　（ａ）モノマー（Ｉ）および（ＩＩ）から形成される繰り返し単位
を含有する共重合体、および／または（ｂ）モノマー（Ｉ）および（ＩＩ）又はそれら各
々のモノマー前駆物質（ＩＩＩ）および（ＩＶ）からなる重合性モノマー混合物を含むス
テレオリソグラフィ用組成物であって、ここで前記モノマー（Ｉ）、（ＩＩ）並びにモノ
マー前駆物質（ＩＩＩ）、（ＩＶ）はそれぞれ請求項１に定義される通りである、前記組
成物。
　　【請求項２３】　モノマー（Ｉ）および（ＩＩ）から形成される繰り返し単位を含有
する共重合体、および／またはモノマー（Ｉ）および（ＩＩ）又はそれら各々のモノマー
前駆物質（ＩＩＩ）および（ＩＶ）からなる重合性モノマー混合物の、および／または請
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求項２２に記載のステレオリソグラフィ用組成物の、三次元体を作製するための使用を包
含するステレオリソグラフィ法であって、ここで前記モノマー（Ｉ）、（ＩＩ）、並びに
モノマー前駆物質（ＩＩＩ）および（ＩＶ）はそれぞれ請求項１に定義される通りである
、前記ステレオリソグラフィ法。
　　【請求項２４】　請求項２３に記載のステレオリソグラフィ法を使用して作製される
三次元体。
　　【請求項２５】　モノマー（Ｉ）およびモノマー（ＩＩ）の両方から形成される繰り
返し単位を含む共重合体であって、ここで前記モノマー（Ｉ）および（ＩＩ）の両方とも
請求項１に定義される構造を有し、並びにモノマー（ＩＩ）が、一般式（ＩＸ）
　　【化５】

（式中、Ｂ１は、ｖ価の橋かけ基であり、ｖは、２～８の整数であり、基－ＰｄＨは、全
体または一部が脱プロトン化した類似体－Ｐｄ

－として存在し得る）を有する、前記共重
合体。
　　【請求項２６】　モノマー（ＩＩ）において、プロトン供与基－ＰｄＨがＯＨである
、請求項２５に記載の共重合体。
　　【請求項２７】　モノマー（ＩＩ）において、電子受容性基ＡまたはＷが、Ｃ＝Ｏ、
Ｏ＝Ｓ＝ＯまたはＰ＝Ｏであるか、またはそれを含む、請求項２５または２６に記載の共
重合体。
　　【請求項２８】　モノマー（ＩＩ）において、Ｒ７およびＲ８が共に水素である、請
求項２５～２７のいずれか１項に記載の共重合体。
　　【請求項２９】　モノマー（ＩＩ）が、必要に応じて置換されたアクリレート、メタ
クリレート、イタコネート、ビニルスルホネートまたはビニルホスホネートである、請求
項２５～２８のいずれか１項に記載の共重合体。
　　【請求項３０】　ｖが２である、請求項２５～２９のいずれか１項に記載の共重合体
。
　　【請求項３１】　Ｂ１が、Ｈ２Ｃ－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－（ＣＨ２）ｗ－Ｏ－Ｃ（Ｏ）－Ｃ
Ｈ２（ただし、ｗは１～２０の整数である）、あるいはＨ２Ｃ－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－ＣＨ２－
（ＣＦ２）ｙ－ＣＨ２－Ｏ－Ｃ（Ｏ）－ＣＨ２（ただし、ｙは１～１０の整数である）で
ある、請求項３０に記載の共重合体。
　　【請求項３２】　モノマー（Ｉ）において、Ｒ１が水素またはヒドロキシアルキルの
いずれかである、請求項２５～３１のいずれか１項に記載の共重合体。
　　【請求項３３】　モノマー（Ｉ）が、式（Ｘ）
　　【化６】

（式中、Ｂ２はａ価の橋かけ基であり、ａは２～８の整数である）を有する、請求項２５
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～３２のいずれか一項に記載の共重合体。
　　【請求項３４】　ａが２である、請求項３３に記載の共重合体。
　　【請求項３５】　Ｂ２が－（ＣＨ２）ｂ（ただし、ｂは１～２０の整数である）であ
る、請求項３４に記載の共重合体。
　　【請求項３６】　化学量論的に等量のモノマー（Ｉ）および（ＩＩ）を含有する、請
求項２５～３５のいずれか一項に記載の共重合体。
　　【請求項３７】　化学量論的に過剰のモノマー（ＩＩ）を含有する、請求項２５～３
５のいずれか一項に記載の共重合体。
　　【請求項３８】　少なくとも４０重量％のモノマー（Ｉ）を含有する、請求項２５～
３７のいずれか一項に記載の共重合体。
　　【請求項３９】　少なくとも４０重量％のモノマー（ＩＩ）を含有する、請求項２５
～３８のいずれか一項に記載の共重合体。
　　【請求項４０】　水不浸透性であるか、または実質的に水不浸透性である、請求項２
５～３９のいずれか一項に記載の共重合体。
　　【請求項４１】　モノマー（Ｉ）および（ＩＩ）の重合性混合物、および／またはモ
ノマー前駆物質の重合性混合物であって、ここで前記モノマー（Ｉ）および（ＩＩ）は共
に請求項１に定義される構造を有し、モノマー（ＩＩ）は一般式（ＩＸ）を有し、必要に
応じてモノマー（Ｉ）は一般式（Ｘ）を有し、モノマー（ＩＸ）および（Ｘ）は請求項２
５および請求項３３に定義される構造をそれぞれ有する、前記重合性混合物。
　　【請求項４２】　紫外線照射に暴露されることによって重合可能である、請求項４１
に記載のモノマー混合物。
　　【請求項４３】　化学量論的に過剰のモノマー（ＩＩ）／およびモノマー前駆物質（
ＩＶ）を含有する、請求項４１または４２に記載のモノマー混合物。
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